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1．まえがき 

 

  初冬の候、平素は格別のご支援を賜り、誠にありがとうございます。

この度は10月の活動報告と11月の予定につきまして報告させていただき

ます。 

 

 10月は、他大学の見学や報告会などのイベント行事が、数多くありま

した。10月上旬には、東京都市大学(MI-TECH Racing)さんが、東海大学

の方に見学に来られました。また、10月下旬には私たちTokai Formula 

Clubが、東京都市大学さんの方へ見学させていただきました。この見学

で貴重な情報や経験などを交換できました。 

 

 チャレンジセンター中間報告会では、他プロジェクトのプレゼンテー

ションを傍聴させていただきました。分かりやすいプレゼンテーション

がいくつもあり、今後のプレゼンテーションする場でフィードバックし

ていきます。 

東京都市大学(MI-TECH Racing)さんとの集合写真 
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2．活動経過 

交流 
 

 Tokai Formula Clubの作業場所

で、東京都市大学さんと交流しま

した。各班は有意義な情報交換が

できました。これからの設計や製

作だけでなく、プレゼンテーショ

ンやマーケティングにも、活かさ

せていただきます。 

中間報告会 
 

 今回の中間報告会では、2010年

度参戦プロジェクト広報担当者

が、壇上で日本大会の結果報告を

しました。 

  2011年度プロジェクトは、チャ

レンジセンター所属のプロジェク

トの発表を傍聴させて頂きまし

た。スライドの配置や説明の仕方

など、とても勉強になりました。 
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3．各班の活動状況 

エンジン班 
 

昨月より進めていましたが、

2010年度参戦プロジェクトからス

ポンサー様の引継ぎを行っていま

す。今後も順次、引継ぎを行って

いきます。 

また、2009年度参戦プロジェク

トマシンに搭載していたSVエンジ

ンを整備するため、オーバーホー

ルを行います。そのため、交換部

品の発注や必要品を取り揃えまし

た。そして、フレームからエンジ

ンを降ろし、ひとつひとつの部品

を洗油し、今後も使用できるよう

組み立てます。 

 
電装班 

 

 先月の実験結果より、サーボ

モーターが制御システム上合って

いると考え、サーボモーターを使

用することにしました。また、制

御回路の開発とPICマイコンのプ

ログラム開発を行いました。 

  いろいろなDCモーターを使い、

実際に過去マシンのクラッチペダ

ルを引く実験を行いました。この

実験により、目標値が具体的にわ

かり、DCモーターの選定が、容易

に行えるようになりました。 
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3．各班の活動状況 

足回り班 
 

 10年度プロジェクトでは、6Jホ

イールを使っていた為、タイヤ性

能を使い切れませんでした。 

 11年度プロジェクトでは、足回

り班のコンセプトである「タイヤ

性能を最大限に引き出す」を達成

するために、新しく13インチ7Jの

ホイールを探しています。7Jホ

イールを使用することでタイヤの

接地面積を増やし、コーナリング

速度の向上を目指します。今後、

引き続き企業様と交渉を行ってい

きます。 

 

ボディ班 
 

 カウルに関しては、熱流体解析

ソフトSTAR-CCM+を用いて、L/Dに

優れたカウリングの研究を行いま

した。また、フレームに関して

は、高剛性なだけではなく、より

運動性能に優れた軽量コンパクト

なフレームとすべく、設計の見直

しました。 
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4．今後の予定(11月) 

2010年11月 活動予定内容 

上旬 

 

 

 

中旬 

 

 

 

下旬 

・建学祭にてマシン展示 

・材料発注 

・エンジンパーツ洗浄・測定                                                                          

 

・SFV分解・洗浄・測定 

・日産講座 

・新潟大学(NEXT.Formula PROJECT)さん来校 

 

・ハブの製作開始 

・SHCCにてマシン展示 

・SFV組み立て 
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5．スポンサー様一覧 

スズキ株式会社 様                  株式会社エフ.ピー.ジャパン 様          株式会社井上ボーリング 様 

車輌機器株式会社 様               フェデラルモーグル株式会社 様                   トムス株式会社 様 

  株式会社日本ヴューテック 様          エヌ・イー有限会社 様                            有限会社鈴村製作所 様 

株式会社コイワイ 様                       ジュニアモーターパーク                    株式会社シーディー   

                                  クイック羽生 様                       アダプコジャパン 様   

株式会社レント 様                      AVO/MoTeC Japan  様          NTN株式会社 様 

トタル・ルブリカンツ・ジャパン    日本グッドイヤー株式会社 様         有限会社及川製作所 様 

        株式会社 様 

株式会社ガレージ茶畑 様         ANSYSサイバーネットシステム       ソリッド・ワークスジャパン 

                                         株式会社 様                       株式会社 様 

(順不同) 

http://www.goodyear.co.jp/index.html
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日信工業株式会社 様                 株式会社エフ・シー・シー 様                   株式会社 

                                                             ミスミグループ本社 様                   

グッドリッヂジャパン 様                株式会社コタキ 様            東海バネ工業株式会社 様    

KUWAHARA BIKEWORKS JAPAN 様       スーパーオートバックス                   住鉱潤滑株式会社 様 

                                                                     湘南平塚店 様 

ナップス 伊勢原店 様  ハリケーン大阪単車用品工業株式会社 様   有限会社ブライトロジック 様 

中山ライニング工業株式会社 様      株式会社ワイピーシステム 様              株式会社ダイナテック 様 

本田技研工業株式会社 様         日産自動車株式会社 様 

（順不同）  

5．スポンサー様一覧 

京王観光株式会社 様 東海大学機友会 様 

http://www5.ocn.ne.jp/~skill/
http://www.hurricane-web.jp/
http://www.bright-logic.com/index.html
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 6．活動場所・連絡先 

・活動場所 

 東海大学 湘南キャンパス ものつくり館 

・交通 

・小田急線(新宿より急行約70分,小田原

より約25分)東海大学前駅下車徒歩約25分 

・JR東海道線平塚駅下車東海大学行また

は秦野駅行バス(約30分)東海大学正門前

下車徒歩約5分 

連絡先 

Tokai Formula Club 

プロジェクトリーダー 賀来 大介 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 9aed3114@mail.tokai-u.jp 

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ http://formula.shn.u-tokai.ac.jp/ 

ものつくり館  


